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健康増進施設

亀田メディカルセンターと継続医療



健康増進

亀田メディカルセンターと継続医療



亀田ファミリークリニック館山

亀田メディカルセンターと継続医療



亀田メディカルセンターと継続医療

回復期リハビリテーション



回復期リハビリテーション

亀田メディカルセンターと継続医療



在宅医療・訪問看護

亀田メディカルセンターと継続医療



総合相談室

亀田メディカルセンターとマスタープラン



医療をコアにした

継続的・横断的な

個人健康サービス

の提供

これからの健康サービス
健康サービスのあり方

 
～

 

健康サービスを実現するための仕組み

医 療

保 健

各種健康産業

介 護

福 祉

１. 提供体制

医療機関・各種施設との連携による

健康サービスの提供
⇒スポ－ツ、フィットネス、リラクゼーション、

ダイエット、各種専門医療

２. 財源

混合診療の推進
⇒「自己責任に基づく選択」と

「社会セーフティネット」との組み合わせ

３. 報酬体系

「出来高払」・「包括払」
「会員制（人頭制）」・「自由価格」
「公定価格」

健康サービス提供の仕組み



ＰＬＡＮＥＴ

 
＜ネットワーク・基盤＞

個人健康管理支援システム

個人基本情報／遺伝子情報
健康サービス情報
医療サービス情報

統計情報

データセンター

個人テーラメイド型健康サービス

健康増進プログラム作成

健康フォローアップ

予約・紹介（医療機関、各種施設）

情報提供

フィードバック
実績データ蓄積

○スポーツ

○フィットネス

○リラクゼーション

○ダイエット

○健康診断、ドック

○疾病管理

○プライマリーケア

○救急医療

○プロブレム別受診

○セカンドオピニオン
○高度医療/専門医療

○リハビリテーション

○在宅医療

○介護サービス

○ホスピス

個人

健康増進

これからの健康サービス
健康サービスのあり方

 
～

 

個人健康管理支援システムとは



患者さま中心の医療とIT化
第1期：電子カルテ導入



患者さま中心の医療情報を
生涯にわたり

地球上どこでも継続して
活用できるネットワークシステム

PPatient Centeredatient Centered
LLifetimeifetime
AAnywhere on the Planetnywhere on the Planet
NETNETworkingworking SystemSystem

患者さま中心の医療とIT化
厚生労働省

 
地域診療情報連携推進のモデル事業



他の
医療ネットワーク

患者さま自宅

ICカード認証

患者さま参加カルテ

公共施設

患者さま参加カルテ

ICカード認証

行政施設、福祉施設、教育施設等

医療機関

ICカード認証

中核病院、診療所等

インターネット

署名、暗号化通信

病状レポート

カルテ

カルテ 電子カルテ
共有カルテ
患者さま参加カルテ

予約

予約

病状レポート

病状レポート

カルテ

患者さま中心の医療とIT化
PLANETの構成・インフラ

ASP
電子カルテシステム

共有カルテ
システム

患者さま参加
カルテシステム

ファイアウォール

認証システム

ディレクトリ
サーバ

認証局
サーバ

タイム
スタンバー

セキュアストレージ
システム

タイムスタンプ

セキュアな医療情報システム
カルテデータ：ＸＭＬ形式
画像データ：ＤＩＣＯＭ形式
検査データ：ＨＬ７形式

ＰＫＩ（公開鍵基盤）
システム セキュリティポリシー

認証ポリシー
運用ポリシー



患者さまカルテ参照画面

患者さま記入画面検査結果表示

医療関係サイト

画像表示画面

患者さま中心の医療とIT化
患者さま参加カルテ

 
イメージ



診療情報

■■■

 

SOAP
□経過記録
[S]-------------
午前中に河村先生受診。
午後になって再びゼイゼイ
肩呼吸も。台風の影響か
本日３回目の受診

朝の内服はした。
メプチン吸入もした。
[O]-----------------

■■■■■■／／／

携帯電話アクセス用
カルテ表示

健康情報

血糖値 心電計

※NTTドコモで現在特許出願中

携帯電話のみでＰＬＡＮＥＴを利用できる

携帯電話上で診療情報の参照、健康情報の入力ができる

患者さま中心の医療とIT化
次世代移動体通信への応用



登 録 数 ３２１７名

カ ー ド リ ー ダ ー 所 有 数 ６９４台

F O M A 登 録 数 ６７台

安 房 地 区 １２７４名

いすみ地区 ６６３名

君津・木更津 ４０７名
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沖 縄 ２名 平成１９年５月末日現在
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Center



医療法人鉄蕉会

 
亀田総合病院

理事長

 
亀田俊忠

ＩＴを活用したＩＴを活用した
 メタボリックシンドローム対策包括支援プログラムメタボリックシンドローム対策包括支援プログラム

特定健診・特定保健指導事業の実施に向けて

平成19年10月1日



特定健診・特定保健指導と医療機関特定健診・特定保健指導と医療機関

医療機関に求められる役割

◎地域（地方）おいて、医療機関がその医療資源を活用し、特定健診・特定保健指導の担い手の中心となること。

医療機関が参画することへの期待

データの高度活用

 

：

 

健康関連データの融合による、生涯を通じた包括的な健康管理

実効性ある保健指導

 

；

 

医療機関と保険者（保健師等）との連携による受診勧奨者の受診促進

安全な保健指導

 

：

 

医療機関の参画による、医学的な根拠に基づいた保健指導等を実現

健康保険組合・地域

医療機関 特定健診
特定保健指導

加入者
地域住民

医学的な根拠

早期・的確な指導に基づく受診とその効果

データの融合治療履歴

（カルテ情報）

健診データ

・保健指導記録

受診勧奨者



亀田総合病院が目指す包括支援プログラム亀田総合病院が目指す包括支援プログラム

包括的支援プログラムの目指すところ

１．ＩＴ技術、保健指導（疾病管理）のノウハウ、コーチングなどの新行動科学アプローチを融合させた、効率的で

確実に参加者の目標達成を支援する保健指導プログラムを実現する

２．医学的な根拠やエビデンス（データ分析）に基づき、効果的な保健指導と必要に応じた早期治療による

参加者の高いＱＯＬを実施する

３．電子カルテとＰＬＡＮＥＴをベースに総合的・継続的なデータの集積・融合によって、生涯健康管理を実現する

健康保険組合・地域

総合的
網羅的
支援メニュー

亀田総合病院

特定健診・特定保健指導

現状分析→今期計画

評価・報告

次期計画

健保組合に求められる新たな業務対応

国際疾病管理研究所
（保健指導）

連携・委託



亀田総合病院が目指す包括支援プログラム亀田総合病院が目指す包括支援プログラム

アセスメント機能
対象者の現時点の健康状況や生活習

 
慣、心理状態、行動変容ステージなどが

 
一目で分かる

アクションプラン（行動計画）を立てる

保健指導を実施する

健康手帳に記録する

保健指導を評価する

コミュニケーション支援機能
（インストラクターと対象者がWeb上で会話）

・定型文の自動返信機能で効率化
・トレース機能で適宜にチェック・アクション

支援ポイント集計機能
個人ごとに指導ポイント（点数）を自動計算

健康手帳（Web版）

健診結果やアクションプラン、プランの実行状況な

 
どの健康情報を対象者が書き込み、インストラク

 
ターとやり取りする総合情報記録ツール

評価・管理機能
・対象者個々の健康状況や生活習慣、心理状態、

 
行動変容ステージなど改善度が一目で分かる。
・保険者の計画達成状況や保健指導委託先の保

 
健指導の効率や効果を分析できる。

健診データ等を取り込む データ一括取り込み機能
健診データ等を一括取り込みし、階層化

 
などの必要な処理を自動的に完了する

１．ＷＥＢ特定保健指導等支援システム「スマイルヘルス」による支援



亀田総合病院が目指す包括支援プログラム亀田総合病院が目指す包括支援プログラム

データ分析

効率的・効果的な保健指導

医学的根拠

高い専門性

疾病管理に関する医学的分析やレセプトとの突合分析などの実績を背景に、

 高い専門性に裏付けられた保健指導を実施、ムダを極力排することで、最小

 のコストで最大の成果（健診実施率、保健指導実施率、メタボリックシンド

 ローム該当者・予備群減少率などの改善）を実現する。

２．医学的な根拠やエビデンス（データ分析）に基づく支援



カルテ閲覧/／病状レポート入力／医療機関予約

ASP電子カルテサーバー 医療機関共有カルテサーバー 患者参加カルテサーバー

医療機関

 

Ａ病院
医療機関
B病院。C病院

 

・・・

公共機関

ASP電子カルテ 医療機関共有カルテ

パソコン・専用端末 パソコン・専用端末 パソコン・専用端末

認証システム
ディレクトリサーバー、認証局サーバー、タイムスタンパー セキュアストレージシステム

ICカード認証 ICカード認証 ICカード認証

自宅

患者参加カルテ

インターネット

ファイアウォール

パソコン・専用端末

ICカード認証

医師等 医師等 本人 本人

亀田総合病院が目指す包括支援プログラム亀田総合病院が目指す包括支援プログラム

３．PLANETを利用した特定健診・保健指導システム概念図

 
その１



ファイアウォール

医療機関

 

Ａ病院
医療機関
B病院。C病院

 

・・・

公共機関

ASP電子カルテ 医療機関共有カルテ

パソコン・専用端末 パソコン・専用端末 パソコン・専用端末

ASP電子カルテサーバー 医療機関共有カルテサーバー 患者参加カルテサーバー

認証システム
ディレクトリサーバー、認証局サーバー、タイムスタンパー

セキュアストレージシステム

ICカード認証 ICカード認証 ICカード認証

自宅

患者参加カルテ 健診・保健指導カルテ

 

（健康手帳）

ファイアウォール

健診・保健指導
カルテ（健康手帳）

 

サーバー

パソコン・専用端末

ICカード認証

PLANETPLANETを利用した特定健診・保健指導システム概念図を利用した特定健診・保健指導システム概念図

健保組合（特定健診

 
・特定保健指導実施

 
機関）等

医師等 本人医師等 健診機関・保健師等

パソコン・専用端末

ICカード認証

本人

インターネット

３．PLANETを利用した特定健診・保健指導システム概念図

 
その２



亀田健保でのプレ事業への取り組み亀田健保でのプレ事業への取り組み

ＩＴを活用した「包括支援プログラム」（特定保健指導確定版準拠のプロトタイプ）を実際に

 適用して、平成20年度以降の特定健診・特定保健指導の受託に向けたプログラムの改

 善を図る。また、院内体制構築に際しての要件整理を行う。

亀田総合病院

亀田総合病院健康保険組合

特定健診・特定保健指導実施の基盤整備

特定健診・特定保健指導の実施計画策定の事前準備

１．プレ事業の狙い

・現有データに基づく加入者の実態把握
・アウトカム等（介入プログラム）の実施状況把握と評価・検証および計画立案における

 数値根拠の取得
・Ｈ２０年度特定健診・保健指導実施計画（モデル）の立案

・実行可能性の高い、根拠に基づく計画立案が可能になる
・新制度に対応した健保組合としての新たな業務と負荷について検証が可能となる



国際疾病管理研究所

亀田総合病院

加入者

亀田総合病院健康保険組合

保健指導

亀田総合病院

医師
理学療法士（リハビリテーションセンター

 

）
看護師
管理栄養師
コーチングスタッフ
など

保健師（保健指導）
臨床心理士（行動科学）
看護師
研究員（実施計画策定・評価、データ分析）
システム・エンジニア
など

健診

スマイルヘルスの利用

専門的アドバイス

レセプトデータ突合分析等

亀田健保でのプレ事業への取り組み亀田健保でのプレ事業への取り組み

２．プレ事業の体制



亀田健保でのプレ事業への取り組み亀田健保でのプレ事業への取り組み

介入の実施

介入期間（予定）：Ｈ１９年７月～12月（６ヶ月間）

Ｈ１９年７月

 

初回グループ面談←健診

Ｈ１９年１０月

 

中間グループ面談←健診

Ｈ１９年１２月～Ｈ２０年１月

 

健診→結果評価・通知

介入の準備

準備期間：Ｈ１９年４月～６月

・介入対象者の個人属性の的確な把握
・個人属性に最適な個人別行動計画（案）づくり→初回面談時に介入対象者に提示
・効率的な介入を可能とするグループ分け

・面談、Ｅメール、電話を基本とした効率的な介入
・医学的根拠に基づく自己啓発ツール
・「介入メニューカード」を用いた、わかりやすく、スムーズな保健指導
・「健康手帳」に、健診データや行動計画の実施状況などすべての情報を集約し

 

、介入対象者と介入者間でやりとり（コミュニケーション）

Ｈ２０年度特定健診・保健指導実施計画（モデル）の策定
Ｈ２０年１月～３月
・現有データに基づく被保険者・被扶養者の実態把握
・アウトカム等（介入プログラム）の実施状況把握と評価・検証および計画立案における数値根拠の取得
・Ｈ２０年度特定健診・保健指導実施計画（モデル）の立案

・達成目標の作成
・特定健診・保健指導対象者数の推計
・特定健診・保健指導の実施方法策定
・個人情報の保護の体制づくり
・計画の公表・周知方法の策定
・計画の評価手法の策定

・健診データの具体的検証
・保健指導対象者の属性把握（当面所有するデータによる）
・対象者の属性に応じたグループ分け
・個人別データ分析結果
・個人別結果評価（参加者分）
・個人別行動計画・実施状況のフィードバック項目の検討
・保健指導のスケジュールのモデルプラン

３．プレ事業の概要



プレ事業での取り組みの特徴と期待される効果プレ事業での取り組みの特徴と期待される効果

プレ事業での取り組みの特徴

ＩＴの活用（スマイルヘルス）

医学的根拠・データ分析に基づく保健指導

コーチング等新しい指導方法の導入

受診勧奨対象者、有病者も

 
あえて含める

①ストラクチャー評価

②プロセス評価

③アウトプット評価

④アウトカム評価

医療機関と保険者（保健師

 
等）との連携のあり方を検証

プログラムの改善

スマイルヘルスの機能、病院と

 
の連携体制等の見直し

・効率性の検証（投入ポイントに対す

 
る健診データの改善率等）

・効果の検証（予備群の減少率等）





End
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